
a modified version for OA

View from the front line:View from the front line: 
What do librarians want?

物質・材料研究機構物質・材料研究機構 (NIMS)           (NIMS)           谷藤幹子谷藤幹子
National Institute for Materials Science, Tsukuba, Japan          National Institute for Materials Science, Tsukuba, Japan          MikikoMikiko TanifujiTanifuji

12010年2月2日(火)第8回SPARC Japan セミナー2010＠国立情報学研究所

目次
• 図書館の今• 図書館の今

業務
研究シーンにおける利用の流れ／図書資源への入り口
図書所在へのナビゲーション図書所在へのナビゲーション

• 図書館経営の今
もっとも深刻なこともっとも深刻なこと
コンソーシアム活動でビックディール？
予算化から契約まで
研究環境の変化研究環境の変化
継続の根拠／中止の根拠

雑誌分析 世界最先端の事例• 雑誌分析－世界最先端の事例
• 周辺の話題１－論文単位
• 周辺の話題２－論文レンタル

まとめ• まとめ
• 日本発学術誌出版者への提案

2



図書館の今

•• 業務（購入，発注，契約，納品・検収など）業務（購入，発注，契約，納品・検収など）
1. 洋雑誌

2. 和雑誌

3. 洋書

4. 和書

5. データベース

6. 文献複写

7. 蔵書点検や製本等

8. サービスシステム，管理システム，貸し出しシステム，，管 ，貸 ，
入退室管理など
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図書館の今

•• 業務（購入，発注，契約，納品・検収など）業務（購入，発注，契約，納品・検収など）
1. 洋雑誌 →取次店

2. 和雑誌 →学会，出版社

3. 洋書 →Amazonなど

4. 和書 →紀伊國屋WEBなど

5. データベース →取次店

6. 文献複写

7. 蔵書点検や製本等

8. サービスシステム，管理システム，貸し出しシステム，，管 ，貸 ，
入退室管理など
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図書館の今

•• 研究シーンにおける利用の流れ研究シーンにおける利用の流れ
①自分のデスクトップ→②図書館で紙版→③文献複写

図書（電子）図書（紙） データベース
eJournal
eBook

書籍・雑誌・寄贈・
ハンドブックなど

文献・特許，化合
物DBなど

外部資源 外部資源外部資源

5

arXive, webs・・ repository databaseJ-Stage, CiNII・・

図書館の今

•• 研究シーンにおける図書資源への入り口研究シーンにおける図書資源への入り口

eJournal
図書

書籍 雑誌 寄贈
データベースeJournal

eBook
書籍・雑誌・寄贈・
報告書・ハンドブッ

クなど

文献・特許，化合
物DBなど

外部資源 外部資源外部資源
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arXive, webs・・ repository databaseJ-Stage, CiNII・・



図書館の今

•• 図書所在へのナビゲーション図書所在へのナビゲーション

図書
デ タベ スeJournal

eBook

図書
書籍・雑誌・寄贈・
報告書・ハンドブッ

クなど

データベース
文献・特許，ファク

トデータなど
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外部資源
arXive, webs・・

外部資源
repository database

外部資源
J-Stage, CiNII・・

クな

図書館経営の今

• もっとも深刻なこと

(1) -10%
• 購読費は決して下がらない購読費は決して下がらない

• 研究領域が融合・強化・投資されると新刊誌がでる

• 似た論文誌も決して統合しない似た論文誌も決して統合しない

(2) 人
分類学から情報処理学• 分類学から情報処理学へ

(3) システム投資( )
• 紙ベースの処理系→電子情報の統合と検索・案内
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LibraryLibrary 
0.14%

H21→H22はマイナス１０％予算
優先度の低いものからカット優先度の低いものからカット
業務合理化
人件費削減
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しかし研究領域は政策・外部資金の動
向を受けて新・融合領域化

図書館経営の今

• コンソーシアム活動でビックデイール？

• 大学機関
• 国立大学(JANUL)

電子ジャーナルのサイトライセ
ンスを共同購入契約する国立大学(JANUL)

• 私立大学(PULC)

• 国公立高専

○値引き（cap制など）
○非購読誌へアクセス

○“機関間の学術情報格差を国公立高専

• 企業と大学連合
薬系企業 大学機関

○ 機関間の学術情報格差を
なくす”(JANUL)

• 医薬系企業＋大学機関

• 研究機関

×取次店の仕事を代理
×メンバ機関の合意が不可欠
×交渉は英語 契約は取次店

• 研究独法人(JNLC)
10

×交渉は英語，契約は取次店
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図書館経営の今

•• 予算化から契約まで予算化から契約まで
予算 雑誌購入の流れ 外部

3月 当年度予算（決算） コンソーシアム連絡会

4月4月

5月

6月 独法評価 コンソーシアム連絡会

7月

8月 アクセス数分析，個別意見収集

9月 所轄省庁の方針 中止対象誌の選定 > 図書委員会 > 研究者会議 コンソーシアム連絡会

10月 翌年度予算分配の概要 構内公示 > 購読誌決定 > 仕様書 > 公示／官報

11月 翌年度分配規模の内示 入札 会計監査

12月 （予算折衝） 契約 コンソーシアム連絡会
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1月 翌年度予算申請 更新

2月 翌年度予算確定 コンソーシアム連絡会



図書館経営の今

•• 研究環境の変化研究環境の変化

NIMSの場合（研究者会議）

1. 方針

2007年 脱紙版→オンライン版へ移行

2008年 オンライン版のない雑誌は中止，国内学会の会誌中止

2009年 購読費交渉もしつつ，購入以外の支出削減（製本費や維
持費等）

2 2010年概要2. 2010年概要

• 海外誌 前年比+3.4% (646誌)

• 国内誌 前年比+3 6% (40誌)
これらをマイナスに
しなければならない
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• 国内誌 前年比+3.6% (40誌)

• データベース 前年比+6.8% (9DB)

しなければならない

図書館経営の今図書館経営の今
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図書館経営の今

•• 継続の根拠継続の根拠 18,000

Cost / Month
 Publisher 2008 2009 2009
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図書館経営の今

•• 中止の根拠中止の根拠 18,000
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雑誌分析ー世界最先端の事例

• Max Planck Digital Library
• 雑誌の収集を構築する(Licensing)

• サービスを構築する(Access & Retrieval)

• 根拠を構築する(Evidence)

“Building Evidence in MPG 
Information Provision –
Back-Office Services and 
Data Analyses”, by Margit 
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Palzenberger, Max Planck 
Digital Library, Jan 2010
@ Goethe-Institut Japan: 
Study Tour German Libraries.

谷藤
テキストボックス
M. Palzenberger http://edoc.mpg.de/display.epl?mode=doc&id=444438

谷藤
テキストボックス
Goethe Institute Japan Workshop, http://www.goethe.de/ins/jp/tok/ver/ja5514432v.htm

http://edoc.mpg.de/display.epl?mode=doc&id=444438
http://www.goethe.de/ins/jp/tok/ver/ja5514432v.htm
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“Building Evidence in MPG Information Provision –Back-Office Services and Data Analyses”, 
by Margit Palzenberger, Max Planck Digital Library

周辺の話題１周辺の話題１
必要な論文を必要な時に障害なく読みたい

•• IEEEIEEE：論文単位購読：論文単位購読

論文単位支払い論文単位支払い
350論文／月で約50万円
同一論文の重複DL除外
機関フォルダ設定でDL論文の共有
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機関フォルダ設定でDL論文の共有
３択プラン



周辺の話題２周辺の話題２
必要な論文をその場ですぐ確認したい

•• DeepdyveDeepdyve：論文単位レンタル：論文単位レンタル

論文レンタル
1件0 99ドル1件0.99ドル
24時間に限りDeepDyveで閲覧可能
印刷やダウンロードはできない

23
月割引プランなど
3千万件以上の論文が閲覧可
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まとめ

•• 日本発学術出版者への要望２日本発学術出版者への要望２

① オンライン版は必須① オンライン版は必須

② オンライン版ライセンス料の設定根拠

ライセンス料設定の方針の明示ライセンス料設定の方針の明示

算出根拠の説明

紙版価格の割引 (DDP：deep discount on print subscription）紙版価格 割 ( p p p ）

③ オンライン版ライセンス料の利用・検証
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まとめ

•• 日本発学術出版者への要望２（続き）日本発学術出版者への要望２（続き）

④オンライン版ライセンスの契約内容の整備④オンライン版ライセンスの契約内容の整備

アクセス使用の許容範囲（ダウンロード，リモートアク
セスなど）

アーカイブ権（バックアップ，アーカイブ，契約期間終
了後の支払い期間中コンテンツへのアクセスなど）

義務 約 ザ ポ 窓出版社の義務（契約の履行，ユーザーサポート窓口，
障害時の復旧体制など）

ライセンス料金（利用データの収集分析など）ライセンス料金（利用データの収集分析など）
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まとめ

•• 日本発学術出版者への要望３日本発学術出版者への要望３

オンライン版の機能性アップよりもオンライン版の機能性アップよりも

① オンライン版の利用状況を図書館がモニタできること

COUNTER準拠でないと他誌と比較できないCOUNTER準拠でないと他誌と比較できない

Impact Factorは参考にするが，研究者意見と相関
性がない場合もある．性がない場合もある．

Usage Factor (論文利用数／期間) ex. UKSG project

② オンライン版を研究者が安定的に閲覧できること② オンライン版を研究者が安定的に閲覧できること

③ キャンセル時の購読期間中の補填 29

30
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日本発学術出版者への提案

日本ならではの：

① 図書館と学術出版団体タイア プ① 図書館と学術出版団体タイアップ

→お互いに必要な関係になる

欧州型を後追いするよりも ポ トビ クデ→欧州型を後追いするよりも，ポストビックディール

→日本型という新たな連携の模索

日本で成功すれば／支持されれば日本で成功すれば／支持されれば，
それを海外へ展開
それが日本発学術誌らしい“きめ細かい”

32
学会会員／研究者支援であり、サポーター
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